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部

像
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粧

直

し

の

お

正

月

比

良

の

雪

瀬

田

に

写

せ

り

芭

蕉

庵

水

絶

え

ぬ

芭

蕉

を

慕

ふ

と

く

と

く

の

清

水

冬

木

立

己

と

向

き

合

う

滝

前

に

浮

つ

い

た

心

静

め

る

初

詣

箱

根

越

へ

帰

郷

の

バ

ス

や

年

の

夜

産

土

で

祝

う

雑

煮

や

帰

郷

の

子

生

還

の

父

の

餅

搗

く

姿

か

な

餅

搗

や

帰

還

の

父

の

威

勢

よ

く

除

夜

の

鐘

術

後

の

部

屋
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森

閑
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除

夜

の

灯
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術

後

の

輸

血

切

れ

目

な

く

松

山

の

道

後

温

泉

初

湯

か

な

初

旅

や

伊

予

の

松

山

子

規

の

里

予

期

も

せ

ぬ

緊

急

手

術

除

夜

の

鐘

一

命

を

取

り

留

め

輸

血

年

惜

む
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み

じ

山

湖

の

先

想

う

顔

石

山

で

右

往

左

往

鯉
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歌
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多
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石

山
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繫
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ら
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ひ
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葉

径
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暮

れ
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静

寂
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落

ち

葉

掃

く

元

旦
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近

江
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ま

ち

に

虹

が

か

か

る
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け
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ぶ
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光

さ

す

初

詣

弱
っ

た

犬

と

痴

呆

症

初

詣

家

族

で

来

る

の

こ

れ

最

後

句

第

１

１

８

回

　

幻

住

庵

俳

句

コ

ン

ク
ー

ル

大

津

市

国

分

一

　

　

　

　

　

藤

堂

　

　

隆

司

大

阪

市

住

吉

区

　

　

　

　

　

筒

井

　

　

遼

真

大

阪

市

住

吉

区

　

　

　

　

　

筒

井

　

　

義

裕

住

所

・

氏

名

100 99 98 97 96 95 94 93 92 91 90 89 88 87 86 85 84 83 82 81 80 79 78 77 76
番

号

入

れ

ま

し

た

岩

の

隙

間

に

千

円

眩

し

さ

や

向

こ

う

隣

の

霜

の

屋

根

山

寺

へ

上

る

灯

の

列

去

年

今

年

雪

虫

や

命
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